
平成22年4月２８日

自 動 車 交 通 局

旅客自動車運送事業運輸規則及び貨物自動車運送事業輸送安全規則の一部を改

正する省令並びに関係通達の改正について

国土交通省では、事業用自動車における事故削減を図るため、事業用自動車に係る

総合的安全対策委員会によりまとめられた『事業用自動車総合安全プラン2009』（平成

21年3月）を踏まえ、旅客自動車運送事業運輸規則（昭和31年運輸省令第44号）及び

貨物自動車運送事業輸送安全規則（平成2年運輸省令第22号）並びに関係通達の一部

を改正しましたのでお知らせします。

１．趣旨

「事業用自動車総合安全プラン２００９」に基づき、事業用自動車の飲酒運転ゼロの目標

を達成するため、点呼時にアルコール検知器の使用を義務づける等の改正を行います。

２．概要

（１）公布即施行

・酒気を帯びた乗務員を乗務させてはならないことを明確化します（旅客自動車運送

事業運輸規則及び貨物自動車運送事業輸送安全規則の一部改正）。

・運行管理者の補助者となることができる要件として、運行管理者資格者証の交付を

受けている者を追加します（旅客自動車運送事業運輸規則及び貨物自動車運送事業

輸送安全規則の一部改正）。

・上記の補助者が、運行管理者の指示を仰がずに、又は指示に反して不適切な業務

を行った場合には、運行管理者資格者証の返納を命じることができることとします（関

係通達の一部改正）。

（２）来年4月1日から施行

・事業者は、点呼時に酒気帯びの有無を確認する場合には、目視等で確認するほか、

アルコール検知器を用いてしなければならないこととします（旅客自動車運送事業運

輸規則及び貨物自動車運送事業輸送安全規則の一部改正）。

・事業者は、営業所ごとにアルコール検知器を備え、常時有効に保持しなければなら

ないこととします（旅客自動車運送事業運輸規則及び貨物自動車運送事業輸送安全

規則の一部改正）。

・このため、事業者は、アルコール検知器の故障の有無を定期的に確認しなければ

ならないこととします（関係通達の一部改正）。

・電話点呼の場合には、運転者にアルコール検知器を携行させ、検知結果を報告させ

る等により行うこととします（関係通達の一部改正）。

M-TPBAST
テキストボックス
資料：１




３．公布日及び施行日

２．（１） 公布 平成２２年４月28日

施行 平成２２年４月28日

２．（２) 公布 平成２２年４月28日

施行 平成２３年４月1日

【問い合わせ先】

国土交通省自動車交通局安全政策課 大森、森高、松井

電話 03-5253-8111（内線４１６２２、41623、４１６２４）

電話 03-5253-8566（直通）



○乗務の開始前、終了後等において実施することとされている点呼の際に、
運転者の顔色、呼気の臭い、応答の声の調子を目視等で確認することに
加え、アルコール検知器を使用することにより、運転者の酒気帯びの有無
を確認する。

事業用自動車の運転者の飲酒運転を根絶するため、平成２３年５月１日より、

運送事業者が運転者に対して実施することとされている点呼において、運転
者の酒気帯びの有無を確認する際にアルコール検知器を使用すること等が
義務化されました。
概要は以下のとおりです。

○一般旅客自動車運送事業者

○特定旅客自動車運送事業者

○一般貨物自動車運送事業者

○特定貨物自動車運送事業者

○貨物軽自動車運送事業者
※ これらの他、貨物自動車運送事業法第三十七条第三項の特定第二種貨物利用運送事業者も対象

となります。

○営業所ごとにアルコール検知器を備える。

○遠隔地で乗務を終了または開始する場合は、運転者に携帯型のアルコール

検知器を携行させる。

◇点呼時の運転者の酒気帯びの有無の確認の際の
アルコール検知器の使用◇

◇アルコール検知器の備え付け◇

◇対象となる事業者◇

点呼の際のアルコール検知器の使用等が義務化されました
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運行管理者はアルコール検知器を故障がない状態で保持しておくため
に、アルコール検知器の製作者が定めた取扱説明書に基づき、適切に
使用し、管理し、及び保守するとともに、次の事項を実施しなければいけ
ません。

○毎日確認（※）

・電源が確実に入ること。
・損傷がないこと。

※ 遠隔地で乗務を終了または開始する場合等、アルコール検知器を運転者に
携行させ、又は自動車に設置されているアルコール検知器を使用させる場合
にあっては、運転者が所属営業所を出発する前に実施すること。

○少なくとも週１回以上確認
・酒気を帯びていない者がアルコール検知器を使用した場合に、アル
コールを検知しないこと。

・アルコールを含有する液体又はこれを希釈したものを、口内に噴霧
した上でアルコール検知器を使用した場合に、アルコールを検知す
ること。

※アルコール検知器メーカーから販売されているキットを使用することもできます。

◇アルコール検知器の保守◇

※なお、アルコール検知器義務化の詳細については、下記URL をご覧ください。
○平成２２年４月２８日公布分
（http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha02_hh_000038.html）

○平成２３年３月３１日公布分（震災による義務化の延期）
(http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha02_hh_000051.html)



アルコール検知器義務化に関してよくある質問

Ｑ２
個人タクシーや貨物軽自動車運送事業者も、アルコール検知器の使用義務の対象
となりますか。

Ｑ３ アルコール検知器について、国土交通省が推奨する検知器はありますか。

Ｑ４
アルコールの数値ではなく、赤、黄、緑などのランプで表示するものでも問題ありま
せんか。

Ｑ６ アルコールの測定結果が自動で記録紙に印字できなければいけませんか。

Ｑ５
アルコール検知器の取扱説明書に０．０５未満は０と表示しますと記載されています
が、このアルコール検知器を使用しても問題ありませんか。

Ａ：個人タクシーや貨物軽自動車運送事業者も対象となります。

Ａ：アルコール検知器について、国土交通省の推奨は行っておりません。

Ａ：問題ありません。

Ａ：自動での記録は必要ありません。（点呼簿への記載はアルコール検知器使用の
「有・無」、酒気帯びの「有・無」、の記載で差し支えありません。）

Ａ：問題ありません。

Ｑ１ 自家用有償旅客運送者も、アルコール検知器の使用義務の対象となりますか。

Ａ：自家用有償旅客運送者は対象となりません。

－１－

よくある質問に対する回答を掲載しましたのでご覧下さい。

これら以外については、国土交通省自動車交通局安全政策課 TEL：03-5253-8111
（内線41624）までお問い合わせ下さい。



Ｑ１１
電話点呼の際、運転者はアルコール検知器の測定結果をどのような方法で運行管
理者に伝えればよいですか。

Ｑ１２ アルコール検知器の測定数値を、点呼簿に記載する必要がありますか。

Ａ：電話点呼の際、アルコール検知器使用の「有・無」、酒気帯びの「有・無」、について、
運転者が運行管理者に口頭で伝えてください。

Ａ：測定数値を記載する必要はありません。

Ｑ１０
泊まりを伴う運行の場合、電話点呼をしなければなりませんが、その際のアルコー
ル検知器の使用はどのようにすれば良いのですか。

Ａ：電話点呼の際には、携帯型のアルコール検知器を携行し、点呼時に使用する必要
があります。

－２－

Ｑ８
車庫に駐車してあるアルコールインターロック装着車両を用いて、酒気帯びの確認を
する場合、点呼はどのように行えばよいですか。

Ａ：運行管理者が車庫に出向き点呼を実施する必要があります。

Ｑ９
アルコール検知器について、他の事業者、又は他の営業所のものを使用しても問題
ありませんか。

Ａ：点呼時に酒気帯びの有無を確認するために使用するアルコール検知器は点呼
を受ける運転者が所属する営業所のものに限ります。

Ｑ７
アルコール検知器に、自動車に備えられたアルコール検知器（アルコールインター
ロック装置）は含まれますか。

Ａ：アルコールインターロック装置も含まれます。



Ｑ１４ 食べたもの等にアルコール検知器が反応してしまう場合どのようにしたらよいですか。

Ａ：飲食物（ガム、発酵食品等）、たばこ等の影響によりアルコール検知器が反応する
ことがあります。
この場合には、運転者にうがいをさせる、少し時間をおいてから再度測定する等

により、対応してください。
しかしながら、アフターシェーブローション、入れ歯安定剤など、体に付けるもので

アルコールを含むものに反応することもあるので、運転者は、これらについてもア
ルコールを含まないものを使用するなど注意しましょう。

Ｑ１５
飲食していないにもかかわらずアルコール検知器が反応してしまいますがどうした
らよいでしょうか。

Ａ：飲食していなくても、Ｑ１４で回答したように、口の中に飲食物が残っていたりする
る場合がありますので、運転者にうがいをさせる、少し時間をおく、アルコールを
含まないものを使用するなどの対応を行ったうえで、再度測定してください。
それでも反応する場合は、アルコールが体内に残っている可能性がありますの

で乗務させないようにしましょう。
しかしながら、アルコール検知器によっては、疾病により体内から発生するア

ルコール以外の物質（糖尿病患者の体内で産生されるケトン体、体内で発生した
発酵ガス）に反応することがあるとされているものがありますので、明らかに酒気
を帯びてないと考えられる場合は、医師に相談しましょう。

医師の検査、診断等により、疾病により体内からアルコール以外で検知器が
反応する物質が発生している可能性があるとされた運転者については、当該
疾病の状況が安全運転に悪影響を及ぼさないことを確認した上で、点呼時の
酒気帯びの有無の確認においては、アルコール検知器の検知結果にかかわら
ず、運転者の顔色、声の調子、酒の臭い等から総合的に判断し運行の可否を
決定する必要があります。

－３－

Ａ：記録する必要はありません。

Ｑ１３
アルコール検知器の毎日の点検及び毎週の点検について、実施状況を記録してお
く必要がありますか。




